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このガイドについて
このガイドについて

FXR90 ⼯業⽤固定 RFID リーダーは、厳しい⼯業環境や企業環境での資産管理のためのリアルタイムでシームレスな EPC 準拠のタグ処理を提供します。
FXR90 は、Wi-Fi、Bluetooth、1000BASE-T イーサネット、PoE+、およびオプションの 5G WAN をサポートし、4 ポート、8 ポート、および内蔵 RFID アンテナのバリエーションを提供します。
この統合ガイドでは、FXR90 RFID リーダーの設置、設定、および使⽤に関する情報を提供します。このガイドは、専⾨の設置担当者およびシステム インテグレータによって使⽤されることを⽬的としています。

アイコン表記
このドキュメント セットでは、視覚的にわかりやすい⼯夫が加えられています。ドキュメント セット全体を通じて、次のビジュアル インジケータが使⽤されています。
注 :  ここに記載されているテキストはユーザーが把握しておくべき補⾜情報であり、タスクの完了には不要な情報が記載されています。
重要 :  ここに記載されているテキストは、ユーザーが把握しておくべき重要な情報です。
注意 :  注意事項を守らない場合は、ユーザーが軽度または中程度の傷害を負う可能性があります。
警告 :  感電の危険性を回避しない場合は、ユーザーが重傷を負うか死亡する可能性があります。

サービスに関する情報
お使いの機器に問題が発⽣した場合は、地域担当の Zebra グローバル カスタマー サポートにお問い合わせください。問い合わせ先情報については、次の Web サイトをご覧ください。zebra.com/support
サポートへのお問い合わせの際は、以下の情報をご⽤意ください。
• 装置のシリアル番号
• モデル番号または製品名
• ソフトウェアのタイプとバージョン番号
Zebra が、サービス契約で定められた期間内に電⼦メール、電話、またはファックスでお問い合わせに対応いたします。
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このガイドについて
Zebra カスタマー サポートが問題を解決できない場合、修理のため機器をご返送いただくことがあります。その際に詳しい⼿順をご案内します。Zebra は、承認された梱包箱を使⽤せずに発⽣した搬送時の損傷について、その責任を負わないものとします。装置を不適切な⽅法で輸送すると、保証が無効になる場合があります。
ご使⽤の Zebra ビジネス製品を Zebra ビジネス パートナーから購⼊された場合、サポートについては購⼊先のビジネス パートナーにお問い合わせください。
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ご使⽤の前に
ご使⽤の前に

このセクションでは、FXR90 固定 RFID リーダーの機能、部品、および LED 表⽰について説明します。
機能

FXR90 固定型⼯業⽤ RFID リーダーは、Zebra の固定型リーダー プラットフォームをベースとしており、使いやすく、導⼊と管理が容易です。
このリーダーは、⼤規模展開での在庫管理および資産追跡⽤途向けに、リアルタイムでシームレスなEPC 準拠のタグ処理を提供します。このリーダーは、完全かつ⾼性能でインテリジェントな RFID ソリューションの実⾏を可能にするさまざまな機能を提供します。
• 製造、輸送、物流などの⼯業市場に適した堅牢な構造
• 屋内外や⾞両搭載での使⽤に最適
• 無線通信:

• 5G WAN/GPS (CBRS 対応)
• WWAN
• Wi-Fi 6
• Bluetooth

• NFC タグでタップツーペアに対応
• ⼯業⽤ M12 コネクタ
• IP65 および IP67 防⽔防塵
• 動作温度: -40° C 〜 65°C
• 4 個および 8 個のアンテナ ポート オプション
• オプションの内蔵アンテナ (4 ポート構成)
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ご使⽤の前に

FXR90 の部品
図 1    FXR90 接続 (前⾯パネルと左側)

1 2 3 4 5 6 7

8

9

1 WLAN (Wi-Fi) アンテナ 1
2 WWAN アンテナ (4G/5G/GPS) (4)
3 USB (ホストとクライアント) (M12 コネクタ)
4 汎⽤⼊⼒出⼒ (GPIO) (M12 コネクタ)
5 DC 電源⼊⼒端⼦ (M12 コネクタ)
6 PoE+ 給電機能付き 10/100/1000 Base-T イーサネット (IEEE 802.3at 対応)(M12 コネクタ)

表 1    FXR90 接続
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ご使⽤の前に

7 WLAN (Wi-Fi) 2/Bluetooth アンテナ
8 グランドねじ
9 SIM カバー

表 1    FXR90 接続 (Continued)

注 :  図⽰なし。デバイスには保護コネクタ キャップが付属しています。
図 2    FXR90 SIM トレイとリセット

1 2

1 リセット ボタン
2 SIM トレイ (WAN モデルのみ)

表 2    FXR90 SIM トレイとリセット

注 :  SIM トレイとリセット ボタンは、分かりやすいようにドアやラベル アートワークなしで表されています。
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ご使⽤の前に
図 3    FXR90 RFID アンテナ

1

2

1 内蔵 RFID アンテナ (オプション)
2 RFID アンテナ ポート、RP-TNC (4 個または 8 個)

表 3    FXR90 RFID アンテナ

FXR90 LED
リーダーの LED は、次の表に⽰すとおり、リーダーのステータスを⽰します。
図 4    FXR90 LED

1 2 3 4 5 6 7 8
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ご使⽤の前に

機能 ⾊/ステータス
1 電源 緑⾊ = オン

⻩⾊ = アプリケーションの初期化/起動中
⾚⾊ = 重⼤な障害

2 動作確認 緑⾊の点滅 = タグ読み取り
⻩⾊の点滅 = 他のタグ操作
⾚⾊の点滅 = RF の動作エラー

3 ステータス 緑⾊の点滅 = GPI イベント
⻩⾊の点滅 = ファームウェアの更新
⾚⾊ = ファームウェアの更新の失敗

4 アプリケーション 緑⾊、⻩⾊、⾚⾊。アプリケーションによって定義されます。
5 イーサネット 緑⾊の点滅 = 1Gbps リンク検出

⻩⾊の点滅 = 100Mbps リンク検出
LED なし = ケーブル接続切断

6 WiFi 緑⾊ = 接続済み
緑⾊の点滅 = 接続中
⾚⾊ = エラー/接続切断
LED なし = 消灯

7 WAN (4G/5G) 緑⾊ = オンライン
⻩⾊ = オフライン
⻩⾊の点滅 = SIM 初期化中/SIM 登録解除/検索中/接続済み/接続解除済み
⾚⾊ = SIM エラー/SIM なし
⾚⾊の点滅 = SIM ロック/SIM 不良
LED なし = SIM スイッチ/操作が不明/WAN 設定がオフ

8 Bluetooth ⻘⾊ = Bluetooth モジュールがオン
⻘⾊の点滅 = 初期化中
LED なし = Bluetooth モジュールがオフ

表 4    FXR90 の LED の意味

起動 LED シーケンス
リーダーの電源をオンにするか再起動すると、LED シーケンスは正常に起動したことを⽰します。
起動に成功した場合:
• 電源 LED が⻩⾊で点灯
• すべての LED が 1 回点滅 して消灯
• 電源 LED が緑⾊で点灯
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ご使⽤の前に
リセット起動に失敗した場合:
• 電源 LED が⻩⾊で点灯
• 電源 LED が⾚⾊で点灯
重要 :  起動に失敗した場合は、Zebra グローバル カスタマー サポートに問い合わせてください。
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取り付けと通信
取り付けと通信

このセクションでは、FXR90 RFID リーダーの取り付けおよび通信⼿順について説明します。
注意 :  FXR90 RFID リーダーは、専⾨家が設置する必要があります。
重要 :  リーダーには、Zebra 承認済みのケーブル アセンブリのみを使⽤してください。

リーダーの開梱
リーダーを梱包箱から取り出し、破損していないか確認します。この梱包箱は保管しておいてください。修理のためにリーダーを返送する場合に使⽤してください。

リーダーのフラッシュ マウント
FXR90 には、リーダーを設置⾯に取り付けるための取り付けブラケットが 2 個標準で付属しています。ブラケットには、10 番の取り付けネジが 4 本必要です。
注 :  乾式壁⾯には、適切なサイズのトグル ボルトまたは乾式壁⾯アンカーを使⽤してください。
取り付けネジを使⽤する前に、取り付け⾯に 310mm x 100mm (12.20 インチ x 3.94 インチ) の⻑⽅形の⽳を開けておきます。
警告 :
取り付け⾯は、機器および機器に接続されているケーブルの重量を⽀えることのできるものでなければなりません。
デバイスの重量情報については、技術仕様にアクセスしてください。
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取り付けと通信
図 5    FXR90 の機械的⼨法

291 mm (11.5’’)

52 mm
(2.0’’)

254 mm
(10’’)

図 6    FXR90 の機械的⼨法 (ブラケットを含む)

335 mm (13.2’’)

55 mm
(2.2’’)

254 mm
(10’’)

図 7    FXR90 の機械的⼨法 (アンテナを含む)

291 mm (11.5’’)

70.8 mm
(2.8’’)

254 mm
(10’’)
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取り付けと通信
図 8    FXR90 の機械的⼨法 (アンテナおよびブラケットを含む)

335 mm (13.2’’)

73.8 mm
(2.9’’)

254 mm
(10’’)

注 :  ブラケットを回転することで、リーダーを垂直および⽔平のどちら向きにも取り付けることもできます。
図 9    ブラケットの⽅向

 
取り付けのヒント

リーダーはどの⽅向にも取り付けることができます。次の点を考慮したうえで、リーダーの場所を選択します。
• リーダーの取り付けは、電磁⼲渉のない場所で⾏ってください。⼲渉源には、発電機、ポンプ、コンバータ、無停電電源装置、AC スイッチング リレー、調光器、コンピュータ CRT 端末などがあります。
• リーダーとアンテナの間のケーブル損失を⼗分に考慮して、必要なレベルのシステム パフォーマンスを確保してください。
• 電源がリーダーに接続できることを確認します。
• 邪魔になりやすい、ぶつかりやすい、または損傷しやすい場所にはリーダーを取り付けないでください。
• ⽔準器を使⽤して、⽔平または垂直⽅向に正確に取り付けてください。
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取り付けと通信

VESA マウント
このセクションでは、FXR90 リーダーの取り付けに使⽤できる外部ブラケットについて説明します。
VESA マウント (P/N: MNT-100100MM-01) は、頑丈な関節式取り付けブラケットです。

• このブラケットは、垂直に設置する場合でも⽔平に設置する場合でも使⽤できます。
• 室内および屋外のどちらの使⽤にも適しています。
• ⽅位⾓と仰⾓を調整することで、リーダーの照準を合わせることができます。
• アダプタ プレート (P/N: ADP-200100MM-01) は、FXR90 と VESA 取り付けブラケットの間に組み付けられており、FXR90 の 200mm x 100mm の⽳パターンを VESA 取り付けブラケットの 100mm x100mm の⽳パターンに適合させます。フラッシュ マウント ブラケットのネジを使⽤して、アダプタ プレートを取り付けます。組み⽴てを完了するには、VESA マウントに付属している⾦具を使⽤して、アダプタ プレートに取り付けます。
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取り付けと通信

WAN アンテナの取り付けに関する考慮事項
このセクションでは、周波数ポートのマッピングと取り付け⽅法を含む、WAN アンテナ (P/N:ANT-4G5GGPS010-SMA) の概要について説明します。
図 10    アンテナの取り付け

1a 1

部品 説明
1 WAN アンテナ (P/N:  ANT-4G5GGPS010-SMA)
2 RF ケーブル

表 5    取り付け

アンテナには、単⼀アンテナ ハウジング内に複数のアンテナ エレメントが含まれています。取り付け⾦具とシーリング ガスケット付きのキット⼀式として同梱されています。4 本のケーブルが付いています。各ケーブルの⻑さは 1m で、FXR90 の正しいポートに接続するために周波数ラベルが付いています(下図参照)。
注 :  分離を最⼤にするには、ケーブルを完全に延⻑する必要があります。
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取り付けと通信

コネクタ 周波数
LMH (Ant0) 600 〜 5000 MHz
*MH (Ant1) 1100 〜 6000 MHz
LMH# (Ant2) 600 〜 5000 MHz
MH (Ant3) 1400 〜 6000 MHz

表 6    WAN アンテナ周波数

付属のナットを使⽤して、アンテナを平らな⾯/パネルに取り付けます。ナットを⼿で締めます。柱にデバイスを取り付けるには、取り付けブラケットを使⽤します。
注 :
最適なパフォーマンスを得るには、リーダーの上にあるアンテナ ボックスでケーブルの全⻑を使⽤してください。ケーブルを取り付け⾯に固定します。
アンテナ ボックスの両側には 304.8mm (12 インチ) 以上の空間が必要です。信頼性の⾼いWAN および GNSS パフォーマンスを維持するために、アンテナの上部には障害物がないようにしてください。

WAN アンテナ ブラケット
WAN アンテナ ブラケット (P/N: BRKT-000373-01) を使⽤して、WAN アンテナを壁またはパネルの横に取り付けることができます。このセクションでは、このブラケットの取り付けパターンについて説明します。

130.00

100.00

100.0015.013.0

4 x 9.75

12 x 7.50

4 x 10.00

132.50
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取り付けと通信

取り付けブラケットには、100mm x 100mm パターンがあり、壁またはパネルにネジで固定できます。
注 :  垂直および⽔平のスロットが⽤意されているため、ネジの代わりに 12.7mm (0.5 インチ)のホース クランプを使⽤してブラケットをポールに固定できます。

リーダー アンテナの接続
リーダー アンテナの安全な取り付け
重要 :  適切な Zebra アンテナを使⽤することで、さまざまな⽤途に最適なパフォーマンスを発揮します。最適な RF 仕様を満たすには、最⼤ VSWR=1.3 のアンテナを使⽤する必要があります。
注意 :  デバイスを接地するには、デバイスの側⾯に取り付けられた #10-32 x 0.250 インチの接地⽤ねじを使⽤します。
重要 :  使⽤しないとき、特に屋外⽤途の場合は、すべてのコネクタに保護キャップを装着したままにしてください。
警告 :  アンテナの設置と電源接続に関するすべての指⽰に従ったうえで、リーダーを操作してください。不適切な使⽤による怪我や機器の損傷を防⽌できます。作業者を保護するため、すべてのアンテナは規制地域の指定要件に従って配置してください。
注意 :  リーダーの電源を切ってから、アンテナを接続します。リーダーの電源が⼊っているとき、またはタグを読み取っているときは、アンテナを取り外さないでください。リーダーが損傷する可能性があります。
アンテナが接続されていない場合は、ホストからアンテナ ポートをオンにしないでください。
最⼤アンテナ ゲイン (ケーブル損失を含む) は 6.7dBiL を超えないようにしてください。規制順守を確保するため、リーダーを使⽤する国に、デバイスが正しく設定されていることを確認します。
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取り付けと通信
屋外にアンテナを設置する場合、熟練した⼈物が建物のアース (接地) に恒久的に機器を接続する必要があります。この⼯事は、該当する国の電気⼯事規定に従って⾏ってください。
アンテナをリーダーに接続するには、各アンテナの RP-TNC コネクタをアンテナ ポートに接続し、ケーブルを結束バンドで固定します。定格曲げ半径を超えてケーブルを曲げないようにしてください。

通信および電源接続
リーダーからホストまたはネットワークまでは、標準 Power-over-Ethernet (PoE) または PoE+ 接続を使⽤します。
重要 :  使⽤しないとき、特に屋外⽤途の場合は、すべてのコネクタに保護キャップを装着したままにしてください。

イーサネット接続
リーダーは、ホストとの通信にイーサネット接続 (10/100/1000 Base-T イーサネットケーブル) を使⽤します。
接続することで、Administrator Console にアクセスして、リーダーの設定を変更し、リーダーを制御できます。有線イーサネット接続 (10/100/1000 Base-T ケーブル) には、承認済みのリーダー Zebra 電源、またはイーサネット ケーブルを介した PoE/PoE+ のいずれかで給電します。

イーサネット: 外部電源による給電
FXR90 RFID リーダーは、10/100/1000 Base-T イーサネット ケーブルを介してホストと通信し、Zebra電源から電⼒を受け取ります。
1. 1m、3m、5m、または 15m のイーサネット ケーブルを選択します。
2. イーサネット ケーブルを FRX90 イーサネット M12 コネクタに接続します。
3. イーサネット ケーブルのもう⼀⽅の端をホスト システムの LAN ポートに接続します。
4. 電源ケーブル コネクタをリーダーに取り付けます。
5. 電源ケーブルを配線します。
6. FXR90 Zebra AC 電源を壁のコンセントに接続します。
7. ユニットが正しく起動し、動作していることを確認します。
8. ネットワークに接続されたコンピュータで、インターネット ブラウザを開き、リーダーに接続します。「リーダーへの接続」にアクセスしてください。
9. 管理者コンソールにログインします。「管理者コンソール ログイン」にアクセスしてください。

イーサネット: PoE または PoE+経由で受電
PoE のインストール オプションによって、リーダーは同じ 1 本の 10/100/1000 Base-T イーサネットケーブルで通信および受電ができます。
1. 1m、3m、5m、または 15m のイーサネット ケーブルを選択します。
2. イーサネット ケーブルを FXR90 イーサネット M12 コネクタに接続します。
3. ケーブルのもう⼀⽅の端を、PoE または PoE+ 機能のあるイーサネット ネットワークに接続します。
4. リーダーが正しく起動し、動作していることを確認します。
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取り付けと通信
5. ネットワークに接続されたコンピュータで、インターネット ブラウザを開き、リーダーに接続します。「リーダーへの接続」にアクセスしてください。
6. 管理者コンソールにログインします。  「管理者コンソール ログイン」にアクセスしてください。

電源
以下の表は、適切な電源接続を確保するために、電源とその特徴を⽰しています。

電源 特徴
PoE RFID (31.5 dBm)
PoE+ 1. RFID (33 dBm), USB

2. RFID (31.5 dBm), Wi-Fi/Bluetooth
パワーブリック RFID (33 dBm), WAN, Wi-Fi/Bluetooth, USB

表 7    電源

USB 接続
USB ポートは、ネットワーク動作モードを (デフォルトで) サポートします。これにより、セカンダリネットワーク インタフェースが、USB 経由の仮想ネットワーク アダプタとして有効になります。
イーサネット ネットワーク インタフェースは、USB 仮想ネットワーク アダプタと共存しています。ただし、⼀度に可能なアプリケーション接続は 1 つ (RFID または Web コンソール接続) のみです。リーダーにアクセスするデフォルトの IPv4は 169.254.10.1 です。
重要 :  使⽤しないとき、特に屋外⽤途の場合は、すべてのコネクタに保護キャップを装着しておいてください。

GPIO インタフェース接続
GPIO 接続により、最⼤ 4 個の⼊⼒、4 個の出⼒、さらには外部センサーおよびシグナリング デバイス⽤の +24 VDC の供給が可能です。GPIO インタフェースはリーダーのシャーシ アースから電気的に絶縁されていますが、このアースは 24 VDC 外部電源が存在する場合の電⼒リターンと共通になっています。
GPIO 信号により、ある程度の柔軟性が可能になります。⼊⼒はリーダー内で +5 VDC にプル アップされ、アースに短絡してローにプルできます。NPN 出⼒を備えた産業⽤センサーと幅広く互換性があり、リレーまたはスイッチ接点に直接接続できます。または、5V ロジックで駆動することもできます。負論理では、リーダーからの電流ソースは約 3mA であるため、ほとんどのロジック ファミリの標準ゲートはこれらを直接ドライブできます。正論理の電流フローはゼロに近くなります。汎⽤出⼒は、オープンドレイン (NPN タイプ) ドライバで、5V までプル アップされます。各出⼒は、最⼤+30VDC までの電圧に耐えることができますが、出⼒は低くなりません。24 V リレー、インジケータ ランプなどを、+24VDC 電源ピンと汎⽤出⼒ピンの間に配線して駆動します。各出⼒は最⼤ 1A までシンクできますが、内部 24V 電源から引き出される最⼤電流が 1A であるため、電流要件がこれを超える場合は外部電源を使⽤してください。汎⽤出⼒の状態が反転していることに注意してください。例えば、プロセッサでコントロール ピンをハイにドライブすると、対応する出⼒は低くなります。
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取り付けと通信

カラー 説明
⾚⾊ +12V/24V AUX DC 電源出⼒
黒 グラウンド
茶⾊ GP OUT 1
オレンジ GP OUT 2
⻩⾊ GP OUT 3
緑⾊ GP OUT 4
⻘⾊ グラウンド
紫 GP IN 1
グレー GP IN 2
⽩ GP IN 3
ピンク GP IN 4
ライト グリーン グラウンド

表 8    GPIO カラー コード

GPIO ブレークアウト ブロック取り付け仕様
このセクションでは、GPIO ブレークアウト ブロック (P/N: BLOK-M12PN-01) の取り付け場所、⼨法、およびトルク仕様について説明します。
図 11    取り付け⼨法

11.75 mm

38 mm 46 mm

Ø 4.5 mm Ø 4.5 mm

127 mm

31.5 mm
20.5 mm

30 mm

46 mm
Ø 4.5 mmØ 4.5 mm
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取り付けと通信
ブレークアウト ブロックは、M4 ネジを使⽤して、前⾯の 2 つの⽳または側⾯の 2 つの⽳に取り付けることができます。
コンポーネントの仕様
各種コンポーネントのトルク仕様は次のとおりです。
• M4 取り付け⽤ハードウェア: 0.6N-m 〜 0.8N-m (5.3in-lb 〜 7.1in-lb)
• M8 コネクタ: 0.4N-m 〜 0.5N-m (3.5in-lb 〜 4.4in-lb)
• M12 コネクタ: 0.6N-m 〜 0.7N-m (5.3in-lb 〜 6.2in-lb)

GPIO 配線
このセクションでは、GPIO ブレークアウト ブロック (P/N: BLOK-M12PN-01) の配線情報について説明します。
重要 :  左側の M8 コネクタが出⼒、右側の M8 コネクタが⼊⼒です。
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取り付けと通信
図 12    GPIO 接続

2 3

1

CBL-GP0050-M12M12A

FWP-IOPLUGM-M8 FWP-IOPLUGM-M8

部品 説明
1 FXR90 リーダー
2 出⼒デバイス
3 ⼊⼒デバイス

表 9    接続部品

22



取り付けと通信
図 13    コネクタ ピン

3(-)

4(S)

1(+)

ピン番号 値
ピン 1 ポジティブ 24VDC
ピン 3 ネガティブ
ピン 4 信号

表 10    ピン値

GPIO ブレークアウト ブロック LED 動作
このセクションでは、GPIO ブレークアウト ブロックのさまざまな使⽤事例における LED の動作について説明します。

LED の動作 使⽤事例
緑⾊の電源 LED が点灯します。 FXR90 24VDC 出⼒が有効です。
隣接する⻩⾊の LED が点灯します。 • FXR90 からの出⼒は低です。

• FXR90 への⼊⼒は⾼または低です。
隣接する⻩⾊の LED が消灯します。 FXR90 からの出⼒は⾼です。

表 11    LED の表⽰

注 :  24VDC 出⼒が無効の場合、LED は点灯しません。

SIM カードの取り付け
このセクションでは、物理 SIM カードを安全に取り付ける⼿順について説明します。
注意—ESD :  SIM カードを損傷しないように、静電気放電 (ESD) に関する注意事項に従ってください。ESD に関する注意事項には、ESD マット上での作業や、作業する場合の適切な接地などが記載されています。
1. デバイスの SIM ドアの位置を確認します。「FXR90 の部品」のコールアウト 9 を参照してください。
2. ドライバを使⽤して、ドアを固定しているネジを反時計回りに回して、ドアのラッチを外し、SIM スロットが⾒えるようにします。
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取り付けと通信
3. SIM カードを取り付けるには、次の⼿順に従います。

• 現在 SIM カードが挿⼊されていない場合は、SIM カードを所定のスロットに押し込みます。
• SIM カードが既に挿⼊されている場合は、既存のカードを押して取り外してから、新しい SIM を押し込みます。

4. ドライバを使⽤して、ネジを時計回りに回してドアを閉じます。
管理者コンソールでの設定については、「ネットワーク設定の構成 - [WAN] タブ」を参照してください。
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電源オプション

このセクションでは、電源オプション、⼿順、および注意事項について説明します。
重要 :  リーダーに電⼒を供給する唯⼀の⽅法は、Zebra 認定の AC-DC 電源、DC-DC 電源、インジェクタ経由の PoE 接続、または Zebra 認定のフライングリード ケーブルまたは Zebra 認定の⾃動補助電源コンセント アダプタ (シガー ライター) ケーブルを使⽤して 12-24VDC に直接接続することです。
重要 :  電源」を参照して、適切な電源接続を確認してください。
警告 :  リーダーをライン電圧に直接接続しないでください。

AC-DC 屋外⼊⼒の接続
このセクションでの⼿順に従って、AC-DC 電源⼊⼒ (P/N:  PWR-BGA24V90W0WW) を接続します。
1. ネジ付き円形コネクタを使⽤して、適切な AC 電源コードを接続します。円形コネクタを完全に挿⼊し、⼿で締めて固定します。
2. AC 電源コードの種類を確認します。

• オープン リード AC 電源コード (CBL-PWRA150-M1200) を使⽤する場合は、次のカラー コードに従って、対応するワイヤ フェーズを AC 電源システムに接続します。

フェーズ カラー
回線 黒
ニュートラル ⽩
保護アース 緑/⻩⾊

表 12    ワイヤ フェーズのカラー コード

• 固定 IEC コネクタ (CBL-PWRA035-M12IEC) で終端する AC 電源コードを使⽤する場合は、適切なIEC スタイルのコード セットに接続します。
すべてのアプリケーションにおいて、接続は、必要に応じて、認定されたコネクタ、配線ボックス、および耐候性の規定を使⽤して、地域の電気規則に従って有資格の電気技術者が実施する必要があります。
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AC-DC 屋外出⼒の接続
このセクションでの⼿順に従って、AC-DC 電源出⼒ (P/N:  PWR-BGA24V90W0WW) を接続します。
1. ネジ付き円形コネクタを使⽤して、DC 出⼒コード (CBL-PWRD035-M12M12 または CBL-PWRD100-M12M12) を電源に接続します。必ず適切な⻑さのコードを使⽤してください。

円形コネクタを完全に挿⼊し、⼿で締めて固定します。
2. DC 出⼒コードの反対側の端を RFID リーダーに接続します。

DC-DC ⼊⼒の接続
このセクションでの⼿順に従って、DC-DC 電源⼊⼒ (P/N:  PWR-BGA24V90W1WW) を接続します。
1. ネジ付き円形コネクタを使⽤して、DC 電源コード (CBL-PWRD150-M12M00) を接続します。

円形コネクタが完全に挿⼊され、締められていることを確認します。⼿で締めるだけにしてください。
2. DC ⼊⼒ワイヤのカラー コードを確認します。

信号 CONN 1 カラー
1 ⾚DC_IN_POS (9-60VDC)
2 ⾚
3 黒DC_IN_NEG
4 黒

ENABLE (デフォルトはON) 5 ⻘

表 13    DC ワイヤ カラー コード

重要 :  ENABLE 信号を接地すると、装置が無効になります。フロートさせると有効になります。ENABLE は、18V DC を超える電圧に接続しないでください。
接続は、必要に応じて、認定されたコネクタ、配線ボックス、および耐候性の規定を使⽤して、地域の電気規則に従って有資格の専⾨職が実施する必要があります。

DC-DC 出⼒の接続
このセクションでの⼿順に従って、AC-DC 電源出⼒ (P/N: PWR-BGA24V90W1WW) を接続します。
1. ネジ付き円形コネクタを使⽤して、DC 出⼒コード (CBL-PWRD035-M12M12 または CBL-PWRD100-M12M12) を電源に接続します。必ず適切な⻑さのコードを使⽤してください。

円形コネクタを完全に挿⼊し、⼿で締めて固定します。
2. DC 出⼒コードの反対側の端を RFID リーダーに接続します。
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AC-DC 屋内電源の接続
このセクションでの⼿順に従って、AC-DC 電源 (P/N: PWR-BGA24V78W3WW) を接続します
屋内⽤電源は、涼しく乾燥した場所に設置してください。
• ⼊⼒の場合: 現地のコンセント構成に従って、適切な IEC 電源コードを接続します。
• 出⼒の場合: 提供される接続⼿順に従って、DC 出⼒コードを RFID リーダーに接続します。

電源取り付けパターン
下の図は、次の屋外⽤取り付けパターンの詳細を⽰しています。AC-DC 電源 (P/N：PWR-BGA24V90W0WW) および DC-DC 電源 (P/N：PWR-BGA24V90W1WW)
図 14    屋外 AC/DC 電源取り付けパターン

4x Ø0.181” (Ø4.6 mm)

7.402” (188.0 mm)

1.772”
(45.0 mm)

0.236” (6.0 mm)

図 15    DC-DC 電源取り付けパターン
4x Ø0.181” (Ø4.6 mm)

7.402” (188.0 mm)

1.772”
(45.0 mm)

0.236” (6.0 mm)

注 :  これは屋内 AC-DC (P/N: PWR-BGA24V78W3WW) 電源には適⽤されません。
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ケーブル⻑対電圧降下

CBL-PWRD150-M12M00 (18AWG x 2 DC+、DC-) のケーブル⻑ VDC
0 メートル (0 フィート) 9.0
1.5240 メートル (5 フィート) 9.2
3.048 メートル (10 フィート) 9.4
4.572 メートル (15 フィート) 9.6
6.096 メートル (20 フィート) 9.8
7.620 メートル (25 フィート) 10.0
9.144 メートル (30 フィート) 10.2
10.668 メートル (35 フィート) 10.4
12.192 メートル (40 フィート) 10.6
13.716 メートル (45 フィート) 10.8
15.240 メートル (50 フィート) 11.0

表 14    バッテリ端⼦の最⼩推奨電圧
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管理者コンソール

このセクションでは、Web ベースのリーダー管理者コンソールの機能と⼿順について説明します。ホスト コンピュータから Web ブラウザを使⽤して管理者コンソールにアクセスし、リーダーの管理と設定に使⽤します。
注 :  このセクションの画⾯およびウィンドウは、実際の画⾯およびウィンドウとは異なる場合があります。記載されているアプリケーションは、すべてのデバイスで使⽤できる (または適⽤できる) わけではない場合があります。⼿順はデバイス固有のものではなく、機能の概要を提供することを⽬的としています。

リーダー管理者コンソール
リーダー管理者コンソールのレイアウトを確認します。
図 16    リーダー管理者コンソールのホーム画⾯

次の情報は、ホーム画⾯タイルから⼊⼿できます。
• [Up Time] (アップ タイム) - 最後にデバイスが再起動してからの経過時間を表⽰します。
• [CPU load] (CPU 負荷) - 特定の時間にデバイスが使⽤しているリソースの割合を表⽰します。
• [Resource Utilization] (リソース使⽤率) - メモリ使⽤率とディスク使⽤率を表⽰します。
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管理者コンソール
• [Temperature] (温度) - 周囲温度を摂⽒で表⽰します。
• [System Info] (システム情報) - イーサネット、Wi-Fi、Bluetooth、MAC、ソース、および PoE+ ステータスを表⽰します。
• [GPIO Ports] (GPIO ポート) - ポート ステータスを表⽰します。
• [Antenna] (アンテナ) - アンテナのステータスを表⽰します。
• [Reader Information] (リーダー情報) - モデル番号、ソフトウェア バージョン、ハードウェア ID、ホスト名、シリアル番号、無線ファームウェア、および USB ポートのステータスを表⽰します。
• [Regulatory] (規制) - 国と通信規格を表⽰します。
• [Radio Status] (無線ステータス) - アクティブまたは⾮アクティブのいずれかの状態を⽰します。

⾃動検出
リーダーは、サブネット内のリーダーに対する WS-Discovery に対応しています。このリーダーは、ISO24791-3 の RFID リーダー管理プロファイル (RDMP) 仕様に準拠した WS-Discovery を実装しています。RDMP は、Device Profile for Web Services (DPWS) の拡張機能に基づいています。検出メカニズムはサブネットに限定され、サブネット間では機能しません。123RFID Desktop アプリケーションは、この機能をサポートしており、リーダー ホスト名を使⽤して検出されたリーダーを⼀覧表⽰します。この機能は、WS-Discovery に基づいているため、ファイル ブラウザでネットワーク アイコンを選択して、Windows コンピュータでリーダーを検出することもできます。
123RFID Desktop の詳細については、zebra.com/123rfid にアクセスしてください。

リーダーへの接続
リーダーに接続するためのさまざまな⽅法の概要を説明します。
管理者コンソールを使⽤してリーダーを管理するには、リーダーの電源を⼊れ、アクセス可能なネットワークにリーダーを接続します。緑⾊の電源 LED は、リーダーの準備ができていることを⽰します。緑⾊の電源 LED が点灯していない場合は、リーダーをリセットします。「リーダーのリセット」を参照してください。
次の 2 つのうちいずれかの⽅法でリーダーに接続します。
• ホスト名での接続
• IP アドレス経由の接続
注 :  詳細については、「コマンド プロンプトで IP アドレスを取得する」を参照してください。
IP アドレスをリーダーに割り当てるには、次の 3 つの⽅法があります。
• ネットワーク上で DHCP を使⽤。
• DHCP サーバーが使⽤できない場合のリンク ローカル ネットワーキングの使⽤
• 静的に IP を割り当てる。
IP を割り当てると、ホスト名または IP アドレスを使⽤した接続がサポートされます。または、ゼロ コンフィギュレーション ネットワーキングを使⽤してリーダーをローカル コンピュータに直接接続します。
注 :  リンク ローカル ネットワーキングを使⽤している場合、リーダーは異なるサブネット上のコンピュータや、⾃動プライベート IP アドレス指定を使⽤しないコンピュータと通信できません。
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コマンド プロンプトを使⽤したリーダーへの接続
このセクションでは、IP アドレス/ホスト名にアクセスするためのコマンド プロンプトの概要を説明します。
リーダーにログインせずにリーダーの IP アドレスを取得するには、コマンド ウィンドウを開き、リーダーのホスト名を ping します。詳細な⼿順については、「ホスト名での接続」にアクセスしてください。

ホスト名での接続
このセクションでは、ホスト名を使⽤してリーダーを接続するための情報と⼿順について説明します。
注意 :  リーダー ホスト名は、常に動作することが保証されているわけではありません。IP 衝突の可能性が低いネットワーク (DNS サーバーが DHCP と連携してホスト名を登録するように設定されているネットワークなど) でのみ使⽤することを推奨しています。ホスト名の使⽤は、静的 IP 設定を使⽤する⾮公式ネットワークなど、IP 衝突を防⽌するための厳密な制御がないネットワークでは推奨されません。
注 :  リーダーは、ホスト名の登録とルックアップに対応しているネットワークに接続してください。そうすると、ネットワークはホスト名を使⽤してリーダーにアクセスできます。たとえば、⼀部のネットワークは、DHCP を使⽤してホスト名を登録できます。リーダーに最初に接続するときは、PC とリーダーの両⽅で DHCP を有効にしておくことをお勧めします。リーダーのラベルに印刷されているホスト名を使⽤するか、リーダー背⾯ラベルにあるリーダーの MAC アドレスを使⽤してホスト名を作成してください。ホスト名は、FXR90 プレフィックスの後に最後の 3 つの MAC アドレス オクテットが続く⽂字列です。たとえば、MAC アドレス00:15:70:CD:3B:0D の場合、ホスト名 FXR90CD3B0D にプレフィックス FXR90 を使⽤し、その後に最後の 3 つの MAC アドレス オクテット (CD、3B、および 0D) を使⽤します。リーダーにアクセスするには、ブラウザのアドレス バーに https://FXR90CD3B0D と⼊⼒してください。
1. ブラウザを開きます。

Chrome、Firefox、Safari、または Edge の最新バージョンを使⽤することを推奨しています。
2. ブラウザに、リーダー ラベルに記載されているホスト名 (https://fxr907cd3b0d など) を⼊⼒し、Enter キーを押します。

コンソール ログイン⽤ウィンドウが表⽰され、これでリーダーを使⽤できます。
「管理者コンソール ログイン」にアクセスして、リーダーにログインします。

IP アドレス経由の接続
指⽰に従って、IP アドレスを使⽤してリーダーを管理者コンソールに接続します。
1. ブラウザを開きます。

Zebra では、Chrome、Firefox、Safari、または Edge の最新バージョンを使⽤することを推奨しています。
2. ブラウザに IP アドレス (https://157.235.88.99 など) を⼊⼒し、Enter キーを押します。

コンソール ログイン⽤ウィンドウが表⽰され、これでリーダーを使⽤できます。
「管理者コンソール ログイン」に進み、リーダーにログインします。

31



管理者コンソール

DHCP サーバーが使⽤できない場合のリンク ローカル ネットワーキングの使⽤
DHCP サーバーが使⽤できない場合、リーダーはリンク ローカル ネットワーキングを使⽤して、固有のネットワーク IP アドレスを⾃動的に提供できます。リーダーは、TCP/IP を使⽤して、リンク ローカルネットワーキング⽣成 IP アドレスを使⽤する他のコンピュータと通信できます。
注 :  リンク ローカル ネットワーキングを使⽤している場合、リーダーは異なるサブネット上のコンピュータや、⾃動プライベート IP アドレス指定を使⽤しないコンピュータと通信できません。⾃動プライベート IP アドレス指定は、デフォルトで有効になっています。
リーダーが PC に直接接続されている場合は、リンク ローカル ネットワーキングの⼿順を使⽤します。これにより、リーダーを静的 IP アドレスに設定するために必要なオーバーヘッドが軽減されます。
DHCP サーバーの検出に失敗した後にリンク ローカル ネットワーキングが実⾏されると、リーダーは、⾃動的に IPv4 IP アドレスをイーサネット インタフェースに 169.254.xxx.xxx. の形式で割り当てます。この IP アドレスは、MAC アドレスの最後の 2 バイト (通常は 16 進値で表される) を使⽤して IPv4 アドレスを完成させるため、予測可能です。これらの値は、10 進数形式に変換されます。たとえば、MACアドレスが  55:9A で終わる場合、リンク ローカル アルゴリズムによって割り当てられる IPv4 アドレスは 169.254.85.148 です。
Windows ベースのコンピュータでは、DHCP に障害が発⽣した場合、デフォルトで APIPA/リンク ローカル ネットワーキングがサポートされます。Windows PC ⽤に APIPA を有効にするには、support.microsoft.com にアクセスして APIPA を検索してください。

DHCP サーバーが使⽤できない場合のゼロ コンフィギュレーション ネットワーキングの使⽤
DHCP サーバーが使⽤できない場合、FXR90 リーダーはゼロ コンフィギュレーション ネットワーキングを使⽤して、固有のネットワーク IP アドレスを⾃動的に提供できます。リーダーは、TCP/IP を使⽤して、ゼロ コンフィギュレーション ネットワーキング⽣成 IP アドレスを使⽤する他のコンピュータと通信できます。
注 :  ゼロ コンフィギュレーション ネットワーキングを使⽤している場合、リーダーは異なるサブネット上のコンピュータや、⾃動プライベート IP アドレス指定を使⽤しないコンピュータと通信できません。⾃動プライベート IP アドレス指定は、デフォルトで有効になっています。
DHCP サーバーの検出に失敗した後でゼロ コンフィギュレーション ネットワーキングが実⾏されると、リーダーは⾃動的に IPv4 IP アドレスをフォーム 169.254.xxx.xxx のイーサネット インタフェースに割り当てます。この IP アドレスは、MAC アドレスの最後の 2 バイト (通常は 16 進値で表される) を使⽤して IPv4 アドレスを完成させるため、予測可能です。これらの値は、10 進数形式に変換されます。たとえば、MAC アドレスが 55:9A で終わる場合、ゼロ コンフィギュレーション アルゴリズムによって割り当てられる IPv4 アドレスは 169.254.85.148 です。
Windows ベースのコンピュータでは、DHCP に障害が発⽣した場合、デフォルトで APIPA/ゼロ コンフィギュレーション ネットワーキングがサポートされます。Windows PC ⽤に APIPA を有効にするには、support.microsoft.com にアクセスして APIPA を検索してください。
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管理者コンソール ログイン
管理者コンソールにログインするためのプロトコルを紹介します。
注 :  Chrome、Firefox、Safari、Edge の最新バージョンを使⽤してください。これらのブラウザはテストされ、正常に動作することが検証されています。他のブラウザは、正しく動作する場合もあれば、正しく動作しない場合もあります。

初回/起動ログイン
このセクションでは、管理者コンソールへの初回ログインに必要な情報について説明します。
初めてリーダーを起動するときは、リーダー操作の地域を設定します。
注 :  リーダーを別の地域に設定することは違法です。

デフォルトのユーザー ID とパスワードでのログイン
このセクションでは、デフォルト ログインの⼿順について説明します。
Web ブラウザを使⽤してリーダーに接続すると、[User Login] (ユーザー ログイン) ウィンドウが表⽰されます。
1. [User ID] (ユーザー ID) フィールドには、admin が⾃動的に⼊⼒されます。[Password] (パスワード)フィールドには、change と⼊⼒します。

図 17    ユーザー ログイン画⾯

2. [Login] (ログイン) をクリックします。
3. 初めて使⽤するユーザーの場合、パスワードの変更を求めるメッセージが表⽰されます。

GPS へのアクセス
GPS 機能は、リーダーの位置に関する情報を提供します。
GPS にアクセスするには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
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1. 右上隅にある アイコンをクリックします。

GPS 位置を⽰すダイアログ ボックスが表⽰されます。

2. 地図を拡⼤するには、[VIEW LARGER MAP] (拡⼤地図を表⽰) をクリックします。
新しいタブが開き、より⼤きな地図画⾯が表⽰されます。

3. ダイアログ ボックスを閉じるには、[CANCEL] (キャンセル) をクリックします。
管理者ドロップダウン メニュー

このセクションでは、管理者ドロップダウン メニューからアクセスできる機能について説明します。
図 18    管理者ドロップダウン メニュー
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管理者ドロップダウン メニューには、次のオプションがあります。
• [Logout] (ログアウト) - このオプションを使⽤すると、ユーザーはリーダーからログアウトできます。
• [Reboot] (再起動) - このオプションはリーダーを再起動します。
• [Enterprise Reset] (エンタープライズ リセット) - このオプションは、リーダーを⼯場出荷時の設定に戻します。
• [Change Password] (パスワードの変更) - このオプションを使⽤すると、ユーザーはログイン パスワードを変更できます。
• [ZIOTC API Docs] (ZIOTC API ドキュメント) - このオプションを使⽤すると、ユーザーは ZIOTC APIドキュメントルにアクセスできます。

IOT-Connect API ドキュメントへのアクセス
IoT-Connect API ドキュメント (ZIOTC) には、より詳細なソフトウェア コマンド⼿順が記載されており、管理者コンソールからアクセスできます。
アクセスするには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
1. 管理者コンソールの右上にある[Admin] (管理者) をクリックします。

メニューが表⽰されます。このメニューの詳細については、「管理者ドロップダウン メニュー」を参照してください。
2. [ZIOTC API Docs] (ZIOTC API ドキュメント) をクリックします。

[ZIOTC API] ボックスが表⽰されます。

3. トークンをコピーするには、ダイアログ ボックスの右隅にある紙のアイコンをクリックします。
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4. [OPEN IN NEW TAB] (新しいタブで開く) をクリックします。

[IoT Connector REST API Swagger] ページが新しいタブで開きます。

5. [Authorize] (承認) をクリックします。
使⽤可能な承認のダイアログ ボックスが表⽰されます。

6. [Value:] (値：) というボックスに、⼿順 3 でコピーしたトークンを貼り付けます。
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7. [Authorize] (承認) をクリックします。

値フィールドにアスタリスクが表⽰され、[Authorize] (承認) ボタンが [Logout] (ログアウト) に置き換わります。
8. [Close] (閉じる) をクリックして、メインの [IoT Connector REST API] ページに戻ります。
これで、リーダーが IoT Connector REST API に接続されました。

リーダーのリセット - 簡単な再起動
⼿順に従って、ユーザー ID とパスワードを保持したままリーダーを再起動します。
重要 :  電源を切ってリーダーをハード リブートすることは推奨していません。これにより、すべてのタグ イベントとシステム ログ情報が破棄されます。
1. ペーパークリップをリセット⽳に挿⼊して、リセット ボタンを⻑押しします。

詳細な位置については、「SIM トレイとリセット ボタン」を参照してください。
a. ⻘⾊に変わる Bluetooth の LED を除き、すべての LED が緑⾊に変わります。
b. 電源 LED が⻩⾊で点滅します。

2. リセット ボタンを放します。押した合計時間は、8 秒未満でなければなりません。
LED の起動シーケンスが発⽣します。詳細な説明については、「起動 LED シーケンス」にアクセスしてください。

リーダーのリセット - ⼯場出荷時設定にリセット
⼿順に従って、リーダーを再起動し、⼯場出荷時の設定に戻します。
1. ペーパークリップをリセット⽳に挿⼊して、リセット ボタンを⻑押しします。

詳細な位置については、「SIM トレイとリセット ボタン」を参照してください。
a. ⻘⾊に変わる Bluetooth の LED を除き、すべての LED が緑⾊に変わります。
b. 電源 LED が⻩⾊で点滅します。
c. 電源 LED が緑⾊で 5 回点滅します。

2. リセット ボタンを放します。押した合計時間は、最低 8 秒でなければなりません。
LED の起動シーケンスが発⽣します。詳細な説明については、「起動 LED シーケンス」にアクセスしてください。

デバイスが⼯場出荷時の設定で再起動します。
パスワードの変更

リーダー管理者コンソールの管理者パスワードを変更する⼿順。
admin メニューから[Change Password] (パスワードの変更) を選択して、[Change Password] (パスワードの変更) ウィンドウを表⽰します。
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図 19    [Change Password] (パスワードの変更) ウィンドウ

1. [Current Password] (現在のパスワード) フィールドに、既存のパスワードを⼊⼒します。
2. [New Password] (新しいパスワード) フィールドに、希望する新しいパスワードを⼊⼒します。
3. [Confirm Password] (パスワードの確認) フィールドに、希望する新しいパスワードを再⼊⼒します。
4. [Save Changes] (変更を保存)をクリックします。

パスワードの変更 - rfidadm
⼿順に従って、リーダー管理者コンソールの rfidadm パスワードを設定します。
admin メニューから[Change Password] (パスワードの変更) を選択して、[Change Password] (パスワードの変更) ウィンドウを表⽰します。
1. [rfidadm] というラジオ ボタンをクリックします。「パスワードの変更ウィンドウ」を参照してください。

rfidadm 表⽰のオプション。
2. [New Password] (新しいパスワード) フィールドに、希望する新しいパスワードを⼊⼒します。
3. [Confirm Password] (パスワードの確認) フィールドに、希望する新しいパスワードを再⼊⼒します。
4. [Save Changes] (変更を保存)をクリックします。

38



管理者コンソール

地域の設定
グローバル リーダー構成の場合は、操作の地域を設定します。
重要 :  装置を別の地域に設定することは違法です。
注 :  ⽶国で操作するリーダーでは、地域設定はできません (FCC 規則に基づく)。⽶国で使⽤するリーダーを設定する場合は、この⼿順をスキップしてください。
• [Region of Operation] (操作地域) - ドロップダウン リストから操作する国の地域を選択します。このリストには、現在のボードで使⽤する規制当局の承認を受けた地域が含まれています。
• [Communication Standard] (通信規格) - 選択した地域がサポートする規格のリストから通信規格を選択します。地域が 1 つの規格のみをサポートしている場合は、⾃動的に選択されます。
• [Channel Hopping] (チャネル ホッピング) - チャネル ホッピングを選択する場合にオンにします。このオプションは、選択した操作地域がこれをサポートしている場合にのみ表⽰されます。
• [Operating Channels] (操作チャネル) - 操作するチャネルのサブセットを選択します (サポートされているチャネルのリストから)。このオプションは、選択した操作地域がこれをサポートしている場合にのみ表⽰されます。
1. 規制タイトルの鉛筆アイコンをクリックして、設定エディタを開きます。

図 20    国設定の構成

2. 同じウィンドウで、該当する場合、通信規格を選択します。
3. 同じウィンドウで、該当する場合、周波数ホッピングを選択します。
4. 同じウィンドウで、該当する場合、適切なチャネルを選択します。
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5. チェック アイコンをクリックして変更を確定します。

確認ダイアログ ボックスが表⽰されます。
図 21    規制確認ダイアログ

6. [I Understand] (理解しました) ステートメントを確認し、[Save Changes] (変更を保存) をクリックします。
画⾯に選択内容が反映されます。

管理者コンソールのオプションの選択
管理者コンソールのセクションの概要。
• リーダーの設定 - 「リーダーの設定」にアクセスしてください

• アンテナ - 「アンテナ ステータス」および「アンテナ設定」にアクセスしてください
• 地域 - 「地域の設定」を参照してください

• パスワードの変更 - 「パスワードの変更」にアクセスしてください
• GPIO - 「GPIO」にアクセスしてください
• アプリケーション - 「アプリケーション」にアクセスしてください
• ファームウェア - 「ファームウェアの更新」にアクセスしてください
• システム ログ - 「システム ログ」にアクセスしてください
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アンテナ ステータス
ステータス ボタンは、リーダーの読み取りポイントのステータスを⽰します。
図 22    アンテナ ステータス

ステータス ボタンの⾊表⽰は次のとおりです。
• 緑⾊: 外部接続されたアンテナを⽰します。
• ⻩⾊: 内部接続されたアンテナを⽰します。
• 灰⾊: アンテナが接続されていないことを⽰します。

アンテナ設定
アンテナの構成設定を確認します。
図 23    アンテナ デフォルト設定

• [Cable loss] (ケーブル損失) (dB/100ft) - この読み取りポイント ポートをアンテナに接続するために使⽤されるアンテナ ケーブルのケーブル損失を、100 フィートあたりの dB 単位で指定します。この
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情報については、アンテナ ケーブルの仕様を参照してください。デフォルト値は 10 です。この値とケーブル⻑をゼロ以外の値に設定すると、この読み取りポイントの送信電⼒を適切に増加させることで、減衰によるケーブル内の RF 信号損失を補正できます。リーダーは、この値とケーブル⻑の値を使⽤して、ケーブル損失を内部的に計算します。計算されたケーブル損失は、読み取りポイントに設定されたパワー レベルに内部的に追加されます。

• [Cable length] (ケーブル⻑) (ft) - 読み取りポイント ポートをアンテナに接続する物理ケーブルのケーブル⻑をフィート単位で設定します。デフォルトのケーブル⻑は 10 フィートです。
⽮印ボタンをクリックしてプロパティを設定します。

ネットワーク設定
⻭⾞アイコンをクリックして [Settings] (設定) を開き、[Network] (ネットワーク) タブをクリックします。このウィンドウには、イーサネット、Wi-Fi、および Bluetooth のタブがあります。イーサネットには、IPv4 と IPv6 のオプションがあります。Bluetooth は、IPv4 のみです。

ネットワーク設定の構成 - [イーサネット] タブ
このセクションでは、イーサネット接続の設定オプションについて詳しく説明します。
図 24    ネットワーク設定の構成 - [イーサネット] タブ

イーサネット IPv4
このセクションでは、リーダーとのイーサネット IPv4 接続について説明します。
• [Obtain IPv4 Address via DHCP] (DHCP 経由で IPv4 アドレスを取得する) - リーダーは、DHCP 経由の⾃動 TCP/IPv4 設定と⼿動設定の両⽅に対応しています。DHCP ボタンは、DHCP をオンまたはオフにするときに使⽤します。
注 :  [Obtain Address Via DHCP] (DHCP 経由でアドレスを取得) がオンになっている場合、このウィンドウには、リーダーの IPv4 アドレス、サブネット マスク、デフォルト ゲートウェイ、DNS サーバー、およびドメイン名検索の実際の現在値が表⽰されます。これらは、DHCP サーバーから取得されるため、⼿動で変更できません。DHCP がオフになっている場合は、これらのフィールドに次の値を設定できます。
• [Current IPv4 Address] (現在の IPv4 アドレス) - リーダーが割り当てられている IP アドレス (ドット表記)。
• [IPv4 Subnet Mask] (IPv4 サブネット マスク) - リーダーが存在するネットワークに適したサブネットマスク (ドット表記)。
• [IPv4 Default Gateway] (IPv4 デフォルト ゲートウェイ) - リーダーが存在するネットワークに適したデフォルト ゲートウェイ (ドット表記)。
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• [IPv4 DNS Server] (IPv4 DNS サーバー) - リーダーが存在するネットワークに適したDNS サーバー(ドット表記)。
• [Domain Name Search] (ドメイン名検索) - リーダーが割り当てられているドメイン名。
注 :  ネットワーク設定を更新するには、⽮印ボタンを選択する必要があります。変更の保存に失敗した場合、システムは問題を⽰し、操作を繰り返すことでそれを修正できます。DHCP とIP アドレスの更新はすぐに適⽤されます。

イーサネット IPv6
このセクションでは、リーダーとのイーサネット IPv6 接続について説明します。
• [Obtain IPv6 Address via DHCP] (DHCP 経由で IPv6 アドレスを取得する) - リーダーは、DHCP 経由の⾃動 TCP/IPv6 設定と⼿動設定の両⽅に対応しています。DHCP ボタンは、DHCP をオンまたはオフにするときに使⽤します。
注 :  [Obtain Address via DHCP] (DHCP 経由でアドレスを取得) がオンになっている場合、このウィンドウには、リーダーの IPv6 アドレス、サブネット マスク、デフォルトゲートウェイ、DNS サーバー、およびドメイン名検索の現在値が表⽰されます。これらは、DHCP サーバーから取得されるため、⼿動で変更できません。DHCP がオフになっている場合は、これらのフィールドに次の値を設定できます。
• [Current IPv6 Address] (現在の IPv6 アドレス) - リーダーが割り当てられている IP アドレス (コロン表記)。
• [Prefix Length] (プレフィックス⻑) - リーダーのネットワークに適したプレフィックス⻑。
• [IPv6 Default Gateway] (IPv6 デフォルト ゲートウェイ) - リーダーが存在するネットワークに適したデフォルト ゲートウェイ (コロン表記)。
• [IPv6 DNS Server] (IPv6 DNS サーバー) - リーダーが存在するネットワークに適したDNS サーバー (コロン表記)。
• [Domain Name Search] (ドメイン名検索) - リーダーに割り当てられているドメイン名。
注 :
ネットワーク設定を更新するには、⽮印ボタンを選択する必要があります。変更の保存に失敗した場合、システムは問題を⽰し、操作を繰り返すことでそれを修正できます。DHCP と IP アドレスの更新はすぐに適⽤されます。

802.1x の構成
このセクションでは、セキュリティ保護されたネットワーク⽤のリーダーのイーサネット 802.1x 接続について説明します。
注 :  リーダーでのセキュリティ保護されたネットワーク アクセスのために、リモート RADIUSサーバーによって認証/許可が実⾏されます。認証に成功すると、動的に IPv4/IPv6 アドレスが取得されます。セキュリティ保護されたネットワークとユーザーへの接続では、内部/外部認証を選択する必要があります。次に、内部認証と外部認証の組み合わせを⽰します。
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802.1x - TLS 認証

このセクションでは、TLS としての外部認証の設定を⽰します。内部認証オプションはありません。クライアント タイプのインストール済み証明書が必要です。
図 25    802.1x の構成 - TLS

802.1x - TTLS/TLS 認証
このセクションでは、TTLS としての外部認証と TLS としての内部認証の設定を⽰します。クライアントタイプのインストール済み証明書が必要です。
図 26    802.1x の構成 - TTLS/TLS
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802.1x - PEAP/MSCHAPV2

このセクションでは、外部認証が PEAP で、内部認証が MSCHAPV2 である設定を⽰します。ユーザー名とパスワードが必要です。
図 27    802.1x の構成 - PEAP/MSCHAPV2

802.1x - TTLS/MSCHAPV2
このセクションでは、外部認証が TTLS で、内部認証が MSCHAPV2 である設定を⽰します。ユーザー名とパスワードが必要です。
図 28    802.1x の構成 - TTLS/MSCHAPV2
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802.1x - PEAP/TLS

このセクションでは、外部認証が PEAP で、内部認証が TLS である設定を⽰します。ユーザー名とパスワードが必要です。
図 29    802.1x の構成 - PEAP/TLS

Wi-Fi 設定
コンソールは、使⽤可能な Wi-Fi ネットワークに接続できる Wi-Fi クライアントとして機能します。使⽤可能なネットワークの SSID 名は、Wi-Fi のデフォルト ページに⼀覧表⽰されます。各 SSID には、セキュリティのために使⽤可能な異なる構成を設定できます。
図 30    Wi-Fi デフォルト ページ
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WPA2 Personal への接続
ネットワークに接続するには、次の⼿順に従います。
1. WPA2 セキュリティで設定されたネットワークの使⽤可能なリストから SSID 名をクリックします。
2. ダイアログ ボックスで、パスキーを⼊⼒します。
3. [Connect] (接続) をクリックします。
図 31    WPA2 PSK の構成

⾮表⽰ Wi-Fi ネットワークへの接続
ここでは、⾮表⽰ネットワークに接続する⽅法について説明します。
注 :
リーダーは、OWE (Opportunistic Wireless Encryption) に基づくアクセス ポイントへの接続に対応しています。セキュリティ保護されていないオープン ネットワーク/WPA のアクセス ポイントへの接続は拒否されます。アクセス ポイントへの接続が成功すると、動的に、IPv4/IPv6アドレスが取得されます。
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図 32    [Connect Network] (ネットワークの接続) ダイアログ ボックス

1. [Wifi settings] (Wi-Fi 設定) タブで、下隅にあるプラス ボタンをクリックします。
[Connect Network] (ネットワークの接続) ダイアログ ボックスが表⽰されます。

2. ESSID と該当するセキュリティ情報を⼊⼒します。
3. [Connect] (接続) をクリックします。

WPA2 エンタープライズ構成
SSID とユーザーが選択した内部/外部認証を使⽤したアクセス ポイントへの接続。次に、内部認証と外部認証の組み合わせを⽰します。
注 :  WPA3 エンタープライズ認証の組み合わせは、WPA2 エンタープライズ接続の場合と同じです。
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TLS

TLS としての外部認証を使⽤する場合、内部認証オプションはありません。クライアント タイプのインストール済み証明書が必要です
図 33    WPA2 エンタープライズ TLS
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TTLS/TLS

外部認証が TTLS で、内部認証が TLS の場合、クライアント タイプがインストールされた証明書が必要です。
図 34    TTLS 認証
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PEAP/MSCHAPV2

外部認証が PEAP で、内部認証が MSCHAPV2 の場合、ユーザー名とパスワードが必要です。
図 35    外部認証: PEAP 内部認証: MSCHAPV2
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PEAP/TLS

外部認証が PEAP で、内部認証が TLS の場合、クライアント タイプがインストールされた証明書が必要です。
図 36    PEAP 認証
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WPA3 Personal
SSID とユーザー指定のパスキーを使⽤してアクセス ポイントに接続します。
図 37    WPA3 Personal

注 :  [Auto Connect] (⾃動接続) オプションを使⽤すると、ネットワークが切断されたときに保存されている SSID に⾃動的に接続し、起動時に接続します。
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ネットワーク設定の構成 - [Bluetooth] タブ
このセクションでは、リーダー管理者コンソールでの Bluetooth ⽤構成設定について説明します。
図 38    ネットワーク設定の構成 - [Bluetooth] タブ

リーダーは、Bluetooth インタフェースの⾃動 IP 設定にのみ対応しています。
これらは、リーダー⽤に⾃動的に設定されるため、⼿動では変更できません。
• [Current IPV4 Address] (現在の IPv4 アドレス) - リーダーの IPv4 アドレスが表⽰され、⾃動的に設定されます。
• [IPV4 Subnet Mask] (IPv4 サブネット マスク) - リーダーの IPv4 サブネット マスク アドレスが表⽰され、⾃動的に設定されます。
• [MAC Address] (MAC アドレス) - リーダー ハードウェアの MAC アドレスが表⽰され、⾃動的に設定されます。
• [Discoverable] (検出可能) - 他の Bluetooth 対応デバイスが検出時にリーダーを認識するかどうかを選択します。
• • [Pairable] (ペアリング可能) - Bluetooth 対応デバイスがリーダーとペアリングできるかどうかを選択します。
• [Use Passkey] (パスキーを使⽤) - このオプションを有効にすると、接続デバイスはペアリング中に認証に使⽤する事前に決められたパスキーを提供するよう義務付けられます。
• • [Passkey] (パスキー) - 認証に使⽤するパスキー。
• [DHCP start address] (DHCP 開始アドレス) - 接続デバイスに IP が割り当てられている DHCP IP 範囲の開始アドレス。
• [DHCP end address] (DHCP 終了アドレス) - 接続デバイスに IP が割り当てられている DHCP IP 範囲の終了アドレス。
注 :  DHCP 開始アドレス オプションと DHCP 終了アドレス オプションを使⽤して指定された DHCP IP 範囲によって、リーダーに接続するクライアントの IP が決まります。リーダーの Bluetooth インタフェースの IP アドレスの最初の 2 つのオクテットは 192.168 に固定さ
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れ、最後の 2 つのオクテットはリーダーのイーサネット MAC アドレスの最後の 2 つのオクテットに相当する 10 進数です。
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Bluetooth 接続
Bluetooth で、Android、Windows、および iOS モバイル デバイスをブラウザのリーダー管理者コンソールに接続できます。

Android デバイス経由の接続
このセクションでは、NFC タグを使⽤した Android デバイスへの Bluetooth 接続について説明します。
1. 接続するには、次の⼿順に従います。

• 初めて接続する場合は、リーダーの近くにあるデバイス タグをタップします。

• 以前に接続したデバイスの場合は、使⽤可能なデバイス メニューでデバイスのタイトルをクリックします。
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ダイアログ ボックスが表⽰され、NFC ペアのプロンプトが表⽰されます。
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2. デバイス画⾯でペアリングの指⽰に従います。
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3. Bluetooth IP アドレスを使⽤して、リーダー管理者コンソールにアクセスします。

59



管理者コンソール

Windows デバイス経由で接続
このセクションでは、Windows デバイスへの Bluetooth 接続について説明します。
1. [Bluetooth and other devices] (Bluetooth とその他のデバイス) ページで、[Add A Device] (デバイスの追加) をクリックします。

ダイアログ ボックスが表⽰されます。
図 39    Windows の Bluetooth デバイス追加
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2. 接続するデバイス名をクリックします。

接続が成功したことを⽰すダイアログ ボックスが表⽰されます。
図 40    Windows の接続成功

3. ファイル エクスプローラでデバイスをクリックして、ドロップダウン設定を開きます。PAN ネットワークに参加するには、[Connect using] (接続⽅法) と [Access point] (アクセス ポイント) をクリックします。
図 41    Windows アクセス ポイント

61



管理者コンソール
4. Bluetooth IP アドレスを使⽤して、リーダー コンソールにアクセスします。

図 42    Windows タブレット: リーダー管理者コンソール
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iOS デバイス経由の接続
このセクションでは、iOS デバイスへの Bluetooth 接続について説明します。
1. iOS デバイスを使⽤して、[Bluetooth other devices] (Bluetooth その他のデバイス) セクションでデバイス名を確認し、クリックします。

図 43    iOS Bluetooth ペアリング
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2. デバイスが正常にペアリングされていることを確認します。リーダーの名前が [My Devices] (マイ デバイス) メニューに表⽰されます。

図 44    iOS Bluetooth ペアリングに成功
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3. Bluetooth IP アドレスを使⽤して、リーダー管理者コンソールにアクセスします。

図 45    iOS 管理者コンソール
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ネットワーク設定の構成 - [WAN] タブ
[WAN] タブでは、物理 SIM および eSIM 接続の情報を設定および確認できます。
重要 :  地域によっては、eSIM サポートが完全に利⽤できない場合があります。最新のキャリアサポート情報については、最寄りの Zebra 担当者に問い合わせてください。
図 46    管理者コンソール - WAN 設定

以下のフィールドでは、物理 SIM および eSIM 接続をカスタマイズできます。これらを切り替えるには、ラベル付きアイコンをクリックします。
• [Network Type] (ネットワーク タイプ): WAN 機能のネットワーク接続タイプを指定します。デフォルトは、[AUTO] (⾃動) です。代替オプションは [LTE] および [NR5G] です。
• [Use Custom APN] (カスタム APN を使⽤): ユーザーは、カスタムのアクセス ポイント名 (APN) を⼊⼒できます。
• [Enable IPv6] (IPv6 の有効化): WAN に IPv6 接続を使⽤するには、このオプションを選択します。

eSIM の接続
このセクションでは、管理者コンソール ウィンドウで、該当する WAN モデルを eSIM に接続する⽅法について説明します。
eSIM を接続するには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。詳細については、「管理者コンソール」を参照してください。
重要 :  eSIM を追加する前に、キャリアに連絡して、eSIM サービスとそのアクティベーションコードを⼊⼿してください。
リーダーには、イーサネットまたは Wi-Fi 経由でのアクティブなインターネット接続が必要です。
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図 47    リーダー管理者コンソール: eSIM

1. [Network] (ネットワーク) タブで、コンソールの左側サイドバーにある [WAN] をクリックします。
設定画⾯が表⽰されます。

2. WAN 設定が [OFF] (オフ) と表⽰されている場合。[ON] (オン) をクリックします。
3. eSIM アイコンを選択します。

• 初めて接続する場合は、鉛筆アイコンを選択して [Manage Profiles] (プロファイルの管理) にアクセスします。[Manage Profiles] (プロファイルの管理) がダイアログ ボックスで表⽰されます。
• 以前に設定したプロファイルに再接続する場合、ステータスは、[Connected] (接続済み) と表⽰され、アイコンの下にキャリア名が表⽰されるまで画⾯の中央で更新されます。

4. [Manage Profiles] (プロファイルの管理) 画⾯で、
• 新しいプロファイルを追加するには、プラス (+) アイコンをクリックします。アクティベーションID とニックネームのフィールドが表⽰されます。キャリア情報を⼊⼒し、[ADD] (追加) をクリックします。
• プロファイルを切り替えるには、アクティブにするプロファイルのボックスをクリックします。確認画⾯が表⽰されます。[YES] (はい) をクリックして選択内容を確定します。
[Manage Profiles] (プロファイルの管理) のダイアログ ボックスが閉じて、メインの WAN 画⾯が表⽰されます。

5. WAN 画⾯には、IMEI、EID、ネットワーク タイプ、カスタム、APN および SIM PIN のオプションが表⽰されます。該当するフィールドは、キャリアによって異なります。適切なフィールドに⼊⼒し、[Update] (更新) をクリックします。
eSIM 機能では、ページの中央にオンラインというフレーズが表⽰され、WAN 機能を使⽤できます。
eSIM を切断するには、『FXR90 Integration Guide』 (P/N: MN-004924-XXEN) を参照してください。

eSIM からの切断
このセクションの⼿順に従って、WAN 機能をシャット オフするか、物理 SIM に切り替えます。
eSIM 設定を管理するには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
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1. [Network] (ネットワーク) タブで、コンソールの左側サイドバーにある [WAN] をクリックします。

設定画⾯が表⽰されます。
2. eSIM から切断します。

• WAN 機能をシャット オフするには、画⾯右上の [OFF] (オフ) クリックします。
• 物理 SIM に切り替えるには、[Physical SIM] (物理 SIM) というアイコンをクリックします。

eSIM 機能が切断されました。
eSIM プロファイルの削除

このセクションでは、eSIM プロファイルを削除する⽅法について説明します。キャリアの変更がある場合は、これが必要になることがあります。
eSIM を接続するには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
1. [Network] (ネットワーク) タブで、コンソールの左側サイドバーにある [WAN] をクリックします。

設定画⾯が表⽰されます。
2. 鉛筆アイコンを選択して、ダイアログ ボックスとして表⽰される [Manage Profiles] (プロファイルの管理) にアクセスします。
3. [Manage Profiles] (プロファイルの管理) 画⾯で、削除するプロファイルにカーソルを合わせ、ゴミ箱アイコンをクリックします。

確認のプロンプトが表⽰されます。

68



管理者コンソール
4. [YES] (はい) をクリックして確定します。

選択したプロファイルが削除されます。
GPIO

GPIO コントロール ページでは、GPI ピンのステータスを表⽰および設定できます。
図 48    GPIO タイルの例

設定を編集するには、ホーム ページの GPIO タイルの鉛筆アイコンをクリックします。
• GPO ピンを⾼または低に設定するには、必要なピン番号の横にある画像を選択します。

• 緑⾊は GPIO が⾼いことを⽰します。
• ⾚⾊は GPIO が低いことを⽰します。

アプリケーション
コンソールのアプリケーション ページには、ユーザー アプリケーションのアップロードおよびインストール情報が表⽰されます。
注 :  アプリケーション開発については、ZIOTC のドキュメントにアクセスしてください。「IOT-Connect API ドキュメントへのアクセス」を参照してください。
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[Applications] (アプリケーション) を選択して、ユーザー アプリケーション ページを表⽰します。このウィンドウでは、リーダーにアプリケーションをインストールでき、インストールされているアプリケーションの詳細が表⽰されます。
図 49    ユーザー アプリケーション ページ

[Existing Packages] (既存のパッケージ) セクションには、次が含まれます。
• [Select Package] (パッケージの選択) - [Browse] (参照) をクリックして、インストールするアプリケーション ファイルを選択します。[Install] (インストール) をクリックして、インストールを開始します。
• [List of Installed Apps] (インストールされているアプリケーションのリスト) - メニューには、リーダーにインストールされている現在のパッケージとその名前とバージョンが⼀覧表⽰されます。
• [AutoStart] (⾃動開始) - 起動時にアプリケーションを実⾏するには、このチェック ボックスをオンにします。
• [Start/Stop] (開始/停⽌) - 画像には、次のような実⾏ステータスが表⽰されます。画像を選択して、ステータスを切り替えます。

• 緑⾊は、アプリケーションが実⾏中であることを⽰します。
• ⾚⾊は、アプリケーションが実⾏中でないことを⽰します。

• [Uninstall] (アンインストール) - リーダーからパッケージを削除します。
ファームウェアの更新

コンソールのファームウェアの更新ページでは、アップロード⽅法と更新⽤の適切なファイルを選択するためのユーザー アクセス権が提供されます。
注 :  リーダーのファームウェアを更新すると、キャッシュされた情報により古い Web ページが表⽰されることがあります。ブラウザを更新して、ブラウザの Web ページを更新してください。
[Firmware Update] (ファームウェアの更新) を選択して、[Firmware Update] (ファームウェアの更新)ウィンドウを表⽰します。
注 :  このウィンドウにアクセスするには、管理者としてログインする必要があります。
リーダーは、次の 3 つのファームウェアの更新⽅法に対応しています。
• USB ドライブを使⽤。
• ファームウェア ファイルを PC (またはネットワークの場所) からリーダーにアップロードし、更新を実⾏できるファイル ベースの更新。
• HTT/HTTPS、FTP、FTPS、または SCP サーバー ベースの更新
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元に戻すオプションを使⽤すると、ファームウェアを以前のバージョンにリセットできます。

ファームウェアの更新 - USB ドライブ
M12 USB を使⽤してリーダーのファームウェアを更新するには、次の⼿順に従います。
FXR90 は、同じ M12 ポートを介して USB ホストと USB クライアントの両⽅に対応しています。Zebra認定の M12 USB ホスト ケーブル、または M12 スプリッタ ケーブルを使⽤してドライブを接続します。「FXR90 接続」を参照してください。
1. すべてのリーダー更新ファイルを USB ドライブのルート フォルダにコピーします。
2. USB ドライブを USB ホスト ケーブルに接続します。

デバイスが更新されると、ステータス LED が⻩⾊で点滅します。
新しいファームウェアがインストールされています。

ファームウェアの更新 - サーバー ベース
ファームウェアは、サーバーを管理者コンソールに接続することで更新できます。
ファームウェアの更新を完了するには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
1. [Settings] (設定) で、[Firmware Update] (ファームウェアの更新) タブをクリックして、設定オプションにアクセスします。

a) [Server Based] (サーバー ベース) というラジオ ボタンをクリックして、表⽰⼊⼒フィールドを開きます。

2. 指定されたフィールドにサーバー情報を⼊⼒します。[FTP/SFTP/SCP/HTTPS URL]、[USERNAME](ユーザー名)、[PASSWORD] (パスワード)。
3. 該当する場合は、[FORCED UPDATE] (強制更新) の横にある⽩⾊のボックスをクリックします。

緑⾊のチェック アイコンがボックスに表⽰されます。
4. [UPDATE] (更新) をクリックして、ファームウェアの更新を開始します。
新しいファイルがバックグラウンドでロードされている間、リーダー アプリケーションはシャット ダウンします。更新プロセスには最⼤で 15 分かかる場合があります。
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ファームウェアの更新 - ファイル ベース
ファームウェアは、ローカル ファイルを管理者コンソールにアップロードすることで更新できます。
ファームウェアの更新を完了するには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
1. [Settings] (設定) で、[Firmware Update] (ファームウェアの更新) タブをクリックして、設定オプションにアクセスします。

a) [File Based] (ファイル ベース) というラジオ ボタンをクリックして、表⽰⼊⼒フィールドを開きます。

2. [Choose File] (ファイルの選択) をクリックします。
ローカル ファイル ピッカーのある追加のウィンドウが表⽰されます。

3. 該当する場合は、[FORCED UPDATE] (強制更新) の横にある⽩⾊のボックスをクリックします。
緑⾊のチェック アイコンがボックスに表⽰されます。

4. [UPDATE] (更新) をクリックして、ファームウェアの更新を開始します。
新しいファイルがバックグラウンドでロードされている間、リーダー アプリケーションはシャット ダウンします。更新プロセスには最⼤で 15 分かかる場合があります。

ファームウェアの更新を元に戻す
このセクションでは、ファームウェアを以前のバージョンに戻す⽅法について詳しく説明します。
ファームウェアの更新を完了するには、リーダーを管理者コンソールに接続する必要があります。
1. [Settings] (設定) で、[Firmware Update] (ファームウェアの更新) タブをクリックして、設定オプションにアクセスします。

a) [Revert] (元に戻す) というラジオ ボタンをクリックします。
[Current Firmware Version] (現在のファームウェア バージョン) と [Backup Firmware Version](バックアップ ファームウェア バージョン) が表⽰されます。

2. [Revert Back] (元に戻す) をクリックして、プロセスを開始します。
新しいファイルがバックグラウンドでロードされている間、リーダー アプリケーションはシャット ダウンします。更新プロセスには最⼤で 15 分かかる場合があります。
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リーダー証明書
このページでは、リーダーのデジタル証明書を更新、削除し、インストールされている証明書の詳細を表⽰できます。
リーダーにインストールされている現在の証明書が、次のプロパティとともに表⽰されます。
• 件名。
• 発⾏者名。
• 名前 ('client/app' タイプの証明書の場合のみ)。
• タイプ。
• 有効開始⽇と終了⽇。
• シリアル番号。
• インストールの⽇付。
• 削除オプション ('client/app' タイプの証明書の場合のみ)。
• 更新オプション。(以前に [Update Certificate] (証明書を更新) オプションを使⽤して更新した場合は、同じリモート サーバーから証明書をダウンロードします)。
• 公開キー オプション。('client/app' タイプの証明書の場合のみ)。
図 50    証明書

証明書を更新するには、次のフィールドを指定する必要があります。
• サーバー ベース

• [Certificate Type] (証明書の種類) - 証明書の種類 (サーバー、クライアント/アプリ) を選択します。サーバーは、https/ftps/ssh のようなリーダーのサービスを表します。タイプ client/appは、802.1x EAP 認証などのリモート サービスに接続するクライアントとしてリーダーを表します。
• [Name] (名前) - 選択した証明書タイプの名前を指定します。
• [URL] - 証明書ファイル名とパスを含む、FTPS/HTTPS/SFTP サーバーの完全な URL を指定します。
• [User ID] (ユーザー ID) - FTPS/HTTPS/SFTP サーバーのユーザー名を指定します。
• [Password] (パスワード) - FTPS/HTTPS/SFTP サーバーのパスワードを指定します
• [PFX Password] (PFX パスワード) - PFX ファイルのエイリアス PFX ファイル パスワード⽤の秘密キー パスワードを指定します。
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システム ログ
このウィンドウには、リーダーのログ情報が⼀覧表⽰されます。
ホーム画⾯で [Settings] (設定) ⻭⾞アイコンをクリックして、トップ メニューの [Logs] (ログ) をクリックしてページにアクセスします。
図 51    システム ログ ウィンドウ

システム ログ画⾯には、次のオプションがあります。
• 検索 - 拡⼤アイコンの付いた緑⾊のボックスに⼊⼒すると、特定の⽤語または語句がログから検索されます。
• [Purge] (パージ) - ログをクリアします。
• [Download] (ダウンロード) - ログ ファイルをローカル デバイスにダウンロードします。
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トラブルシューティング

このセクションでは、⼀般的な問題、その原因、および解決⽅法について概要を説明します。
問題 原因 解決⽅法

IoTC 接続に失敗しました。 規制設定が構成されていません。 RFID 規制情報を設定します。詳細については、「地域の設定」を参照してください。
リーダー管理者コンソールと123RFID がタグを読み取っていません。

• 操作モードがカスタムに設定されていません。
• データ エンドポイントがデフォルトの WebSocket から変更されました。

• 操作モードをカスタムに設定します。
• リーダー管理者コンソールと 123 RFID の設定をWebSocket エンドポイントに更新します。
• タグ データ チャネルが正しく設定されていることを確認します。
• エンタープライズ リセットオプションは、⼯場出荷時のデフォルトにリセットされます。

iOS デバイスは Bluetooth 経由でペアリングできません。 iOS では、固定 PIN (パスキー)の使⽤は許可されていません。 Bluetooth 設定でパスキーを無効にします。
Windows ノートパソコンでBluetooth 接続に失敗します。 コンピュータで、古い WindowsOS が実⾏されています。 • 最新の Windows 11 にアップグレードします。

• Bluetooth 設定でパスキーを無効にします。
rfidadm ユーザー⽤の SSH/SFTP はありません。 rfidadm のパスワードは設定されていません。 SSH/SFTP 経由でアプリケーション パーティションにアクセスするために必須の rfidadm のパスワードを設定します。
デバッグが必要な問題が発⽣しました。 これは、導⼊上の課題の結果です。 リーダー管理者コンソールまたは ZIOTC から syslog を収集して解析します。
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次の表に、RFID リーダーの設計動作環境とハードウェアの技術仕様をまとめています。

項⽬ 説明
外観・使⽤環境条件など
⼨法 335mm x 254mm x 73.8mm (13.2 インチ x 10.0インチ x 2.9 インチ) RFID アンテナおよび取り付けブラケット付き。

291mm x 254mm x 70.8mm (11.5 インチ x 10.0インチ x 2.8 インチ) RFID アンテナ付き、取り付けブラケットなし。
335mm x 254mm x 55mm (13.2 インチ x 10.0 インチ x 2.2 インチ) ブラケット付き、RFID アンテナなしモデル。
291mm x 254mm x 52mm (11.5 インチ x 10.0 インチ x 2.0 インチ) ブラケットおよびアンテナなしモデル。

重量 2.70kg (5.95 ポンド) 8ポート取り付けブラケット付き2.50kg (5.50 ポンド) 8ポート取り付けブラケットなし
3.07kg (6.75 ポンド) 内蔵アンテナ (外部 RP-TNCアンテナ ポート4個付き) 付き、取り付けブラケットなし
2.86kg (6.30 ポンド) 内蔵アンテナ (外部 RP-TNCアンテナ ポート4個付き) 付き、取り付けブラケット付き

基材 ダイカスト アルミニウムおよびプラスチック
視覚的ステータス インジケータ 多⾊ LED: 電源、動作確認、ステータス、アプリケーション、イーサネット、Wi-Fi、WAN(4G/5G)、Bluetooth
取り付け 壁⾯またはポール マウント⽤のフラッシュ マウント ブラケットおよび関節式 VESA マウント。

表 15    技術仕様
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項⽬ 説明
使⽤環境条件
動作温度 -40°C 〜 65°C /-40°F 〜 149°F
保管温度 -40°C 〜 70°C/-40°F 〜 158°F
湿度 5 〜 95%の相対湿度 (結露なきこと)
保護等級 IP65 および IP67
振動 MIL STD 810 Method 514、Procedure I -Random .04g2/Hz (20Hz 〜 2000Hz)、6grms- サイン スイープ 4g ピーク、5Hz 〜 2kHz
⾼度 MIL STD 810 Method 500
太陽光放射 IEC 60068-2-5 Procedure A
塩霧 MIL STD 810H Method 509.7
ESD
接続
通信 10/100/1000 BaseT イーサネット (M12 コネクタ)、PoE 対応、PoE+、USB クライアント、USBホスト (x2) (M12 コネクタ)
汎⽤ I/O 4 GPI/4GPO (光学的に絶縁済み)AUX 電圧出⼒ (最⼤ 1A)

12 ピン M12 A コード コネクタ
電源 DC ⼊⼒ (12V 〜 24V、M12 DC ⼊⼒コネクタ)

PoE (802.3af)、PoE+ (802.3at) (M12 イーサネット コネクタ)
24Vdc、3.25A PoE 55V

アンテナ ポート FXR90-4: 4 個のモノスタティック ポート (逆極性TNC)
FXR90-4: 内蔵アンテナ (外部 RP-TNC アンテナポート 4 個付き)
FXR90-8: 8 個のモノスタティック ポート (逆極性TNC)

ハードウェア/OS とファームウェアの管理
メモリ フラッシュ 16GB EMMC、LPDDR4 2GB
オペレーティング システム Linux
ファームウェアのアップグレード Web ベースおよびリモートによるファームウェアアップグレードに対応
ネットワーク サービス DHCP、HTTPS、SFTP、SSH、および NTP
ネットワーク スタック IPv4、IPv6

表 15    技術仕様 (Continued)
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項⽬ 説明
セキュリティ Transport Layer Security バージョン1.3、FIPS140-2 レベル 1
エア プロトコル EPCglobal UHF Class 1 Gen2, ISO/IEC 18000-63
周波数 (UHF 帯) グローバル リーダー: 902MHz 〜 928Mhz (最⼤周波数、この帯域の⼀部を使⽤する国をサポート)

865MHz 〜 868MHz
⽶国 (のみ) リーダー: 902MHz 〜 928MHz

送信電⼒出⼒ 0dBm 〜 33dBm (PoE+、802.3at)、DC ⼊⼒)
0dBm 〜 31.5dBm (PoE、802.3af)

最⼤受信感度 -92dBm RFID 受信感度
IP アドレス 静的および動的
保証
Zebra ハードウェア製品の完全な保証書については、サイト (zebra.com/warranty) にアクセスしてください。
推奨サービス
サポート サービス Zebra One Care Select および Zebra One CareOn-Site
拡張版サービス RFID の設計および導⼊サービス

表 15    技術仕様 (Continued)
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